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論文要約

論文盟 問:土手及び植生を用いた津棋眠蹴効果に関する醗究

過去における津渡を伴う農民的被害調査から，丘や植生帯といった地摺条件や謹岸など

の構造物による緯誼対策工の効果が期待され，樺々な~貴討が行われてきた.しかし， 2011 

年3月 11日に弗生した東北地方太平洋沖地震によって引き担こされた大津臨は，植生帯の

ほとんどを押し誼L，i事輯対躍工の効果を失わせる結果となった a

しかしみ稜の詳細な被害調査から土手の持つ津蹴抵融劫県や棉されずに購った植生帯に

よる禅譲抵誠効果が被害を軽識していることが明らかにされている‘このことから，植生

帯や丘などの地車条件や構造物による樟控対摘工の再検討が迫られている.また，大樟醍

襲来時の瞬{象から植生帯及び丘を乗り越えた樟誼が高速道路の土手でせき止めている時子

から，多重防掛l型の捧接対接工の有効性も王手唆されている

本証告ではt Goog!eEa地で公開されている麗良直接の航空写車や現地調査を行うことに

より，被良地である官接県仙台市治i宇都における樺岸林の被害状視を調べた.また GIS解

析を用いで植生帯の流出状担を調べ，その結果から，掩木の分布特性及l}津誼の遡上特性

を横討したー

またs 現地調査により被災地の曙高や植生帯の横子などを爾ペーそれらを基に作成した

地帯条件モヂノレや構造物モデルを用いた水理実験を実植した.実験から，苦聖水探，流i車，

棒読の到達時聞の遅延及。昔設地における樟漉の輸送水最前調べられョ地帯条件や構造物

が単組で保宥する捧波低瀧勃果を明らかにしたー

さらに，それらを組み合わせた場合昨津i度対策主も検討され，その結果から， j由形条件

や構造物を利用した多重i語調型の捧挫肪民対策工の津臨眠融翠J果:ついて調べられた.またF

植生の幹部のみではなく p 植生が枝葉や{民木を有する場合の障龍抵械効果を明らかにした

最捷lこ，樟誼に関する様々な本理現象の解明iこ用いられている代表的な解析手i告として

CADMAS-SU悶 2とMPS出を用いて，護主f痘解析への適用性についての検討を行i

本論文は6輩からなり，第 1輩i立Ff.al議， Z書2輩は捧披に関する基礎理論の説明 p 第 3ii転
は防j朝梓の被害状況と蹴出特性，第 4j事:は実験装置及び実験方法，第 5草は実験結果泣t}

考寵s 第6章は数値解析による実験{匿の再現性，第7常iま結論について述べている，
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